
データ中心社会を支える革新的基盤技術の創出と実用化に取り組む
NTTソフトウェアイノベーションセンタ

特集 データ中心社会を支える革新的基盤技術の創出と実用化に取り組む
NTTソフトウェアイノベーションセンタ

特集

14 ビジネスコミュニケーション 2024  Vol.61  No.5

─SICのミッションや組織の特徴な

ど、改めて教えてください。

小西　NTTグループ全体の情報処
理・ソフトウェア技術を支える組織で
す。技術進化を捉え、オープンイノベ
ーションを通じた技術／基盤の実現と
エコシステムの確立によりビジネスを
活性化し、NTTグループ事業に貢献
することを重視しています。2021年
度からはIIC傘下の組織となり、他の
3センタと連携しながらIOWN構想

の実現に取り組んでいます。
─SICの研究開発領域につ

いて教えてください。 

小西　我々はあらゆる場面
でデータに基づき価値を生
み出す「データ中心社会」が
到来すると考え、それを支え
る革新的基盤技術の創出に
力を入れています。データ中
心社会を支えるシステムの
全体像を図1に示します。このうち
「ITコンピューティング基盤」、そ
の上での「データ活用分析」という
2つのレイヤーおよび全体の「シス
テム構築・運用技術」の３つが、特
に注力する研究開発領域です。

─最近の研究テーマについて簡単に

ご紹介ください。

小西　「データ活用分析」について
は、組織や空間を越え安心／安全／便
利なデータ活用・分析を行うニーズ
が高まると想定し、それに応える研
究開発を行っています。具体的には
I O W N A P N（A l l  P h o t o n i c s 
Network）が持つ低遅延・大容量と

いう特性を活かしつつ、各種サービス
基盤の実現に取り組んでいます。1
つは企業や組織を越えたデータの利
活用を安全かつ迅速に行うための「デ
ータハブ」です。もう1つはハイパ
ースケーラが提供するDBaaS
（DataBase as a Service）の利用拡大
を背景に、ロックイン回避の観点か
らOSSベースのデータベース（以下、
DB）へのニーズがあることに応える
「クラウドネイティブDB」です。詳
細を本特集の5章で紹介します。
　NTT研究所では2006年に発足し
たOSSセンタがOSSの活用やコミュ
ニティ活動への貢献に取り組んできま
した。現在はSIC傘下の組織であるた
め、SICにはOSS開発者が多数在籍
しています。OSS DBのPostgreSQL

ソフトウェアの力による変革を目指すNTTソフトウェアイノベーションセンタ（以下、SIC）。「研究所」ではなく「センタ」
とした組織名には、実用を重視する、共創のための開けた場である、という想いが込められている。IOWN総合イノベー
ションセンタ（以下、IIC）傘下の組織として IOWN(Innovative Optical and Wireless Network) 構想の実現に力を入れる同
センタの最近の活動について、センタ長、企画部長のお 2人に伺った。

1 インタビュー

データ中心社会の到来を見据え、
それを支える革新的基盤技術の創出に注力

オープンイノベーションによる
技術／基盤実現とエコシステム
確立でNTTの事業に貢献
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図 1　革新的基盤技術創出の取り組み領域

データ活用分析
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に関する知見も豊富なので、クラウド
ネイティブDBの研究開発にもその知
見が活かされています。
田中　もう1つはAIを利用するア
プリケーションを提供するための
「AI基盤」です。2023年度は、こ
れまでサービスイノベーション総合
研究所で培ってきた、マルチメディ
ア情報を統合的に扱う次世代メディ
ア処理AI「MediaGnosis」の実用
化促進に取り組んでいます。詳細は
本特集の4章で紹介します。
実証のために構築したテストベッ
ドにこれらのサービス基盤を提供
し、NTT事業会社と一緒にいろい
ろなユースケースに対応させる取り
組みも進めています。
このほか過酷な宇宙環境で動作す
る計算機を想定し、制限の多い計算
資源を使って効率良く AIによる映
像推論を行う研究開発について、本
特集の6章で紹介します。

小西　「ITコンピューティング基
盤」については、データ中心の考え
に基づく次世代コンピューティング
基盤として IOWN Global Forumで
検討が進められているDCI(Data-
Centric Infrastructure)の実現に取
り組んでいます。非常に広い範囲に
散在するデータを効率的に処理する
基盤を実現するため、アーキテクチ
ャや技術の開発を進めています。要
素技術にはデータ処理をパイプライ
ン化しGPUなどのアクセラレータ
やAPNを効果的に活用するディス
アグリゲーテッドコンピューティン
グ技術などがあります。
田中　DCIの研究開発はコンセプト

の検討から実装の段階に入りつつあ
ります。本特集の2章ではDCIの要
素技術を活用したPoCについて紹
介します。NTTだけでなくグロー
バルにパートナー企業と連携しなが
ら、DCIの実現に近づいています。

小西　「システム構築・運用技術」
については、設計やテストなどのさ
まざまな開発工程をいかに省人化す
るかというテーマに取り組み続けて
います。改修・変更を繰り返しなが
ら長期間に渡り利用されるソフトウ
ェアの品質確保を重視しつつ、生成
AIを利用した自動化のような技術
トレンドもうまく取り入れながら研
究開発を進めています。
田中　ソフトウェア開発／運用のライ
フサイクル全体でのCO2排出量の可
視化、またその削減に資する研究開
発も進めています。NTTグループ以
外とも連携しており、経済産業省が公
募した事業に参画してソフトウェアの
カーボンフットプリント算定に関するル
ール策定にも関わりました。これらの
詳細は本特集の3章で紹介します。

─NTTグループ以外の企業や組織

との連携に力を入れているように見受

けられます。

小西　NTTはIOWN構想の実現に
向けグループ以外の企業や組織とのア
ライアンスを重視しているので、自然な
ことです。2023年6月には研究開発
マーケティング本部が設置され、この
組織を中心にマーケティングやアライ

アンスが推進されるようになりました。
─IIC傘下組織としての活動につい

てはいかがでしょうか。

小西　各センタの所在地が離れてい
るため、事業会社との連携も考慮し
品川に IICの拠点が設けられていま
す。この拠点も活用し、4つのセン
タが密に連携しています。2022年
5月に発足した IOWNプロダクトデ
ザインセンタの存在も大きく、社内
イベントや展示会、お客様対応など
も進めやすくなったと感じます。

─研究者の健康を重視されているそ

うですが、リモートスタンダード制度

の影響はありますか？

小西　私は「すべての活動の源泉は
健康から」と言い続けています。心
身のバランスが崩れては良い仕事は
できないからです。誰しもプライベ
ートを含めいろいろ不安があるもの
ですが、リモートワークによって少
しでも解消できればと思います。ま
た、リモートスタンダードが入社志
望の動機の1つとなるケースもあり
ます。ただし新入社員や中途採用の
メンバーのケアなど、やはりリアル
コミュニケーションも必要です。
田中　出社を希望する人が集まりや
すい出社日を設定し、必要に応じて
対面でのミーティングも開催してい
ます。皆リモートの活用に慣れてき
たと感じます。随時ビデオ会議に移
行できるチャットツールなど、各種
ツールの導入も効果的でした。個人
的にもワークライフバランスをリア
ルに感じるようになりました。
─本日はありがとうございました。

IT コンピューティング基盤

システム構築・運用技術

NTTグループ以外との連携も
重視。IIC 内でも密に連携して
IOWN構想実現に取り組む

リモートスタンダード制度への
適応が進みワークライフバラン
スが現実的なものに


